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令和 2年 1月 8日 

 

 

2020 春 教育実践福島ラウンドテーブル 

学び続ける教師コミュニティ 

 

 

これからの教員には、教えの専門家としての側面と学びの専門家としての側

面が求められています。本研究会は、激動の時代における教師が学び続けるた

めのアクティブ・ラーニングとして、新しい教員研修の形を目指し継続開催し

ています。 

今回は、基調講演に京都大学准教授の石井英真氏をお招きし、「主体的・対話

的で深い学びの実現に向けた授業改善～新学習指導要領の趣旨を踏まえて～」

についてご講演いただき、新学習指導要領のキーワードを読み深めることを通

して、今求められる学力と授業づくりの方向性等について考えます。 

午後に行われるラウンドテーブルでは、校種、職種を超えた少人数のグルー

プが一つのテーブルを囲み、実践報告を手がかりに対話することで、各人が学

び手として新たな気付きを得たり、方策を見出したりします。 

このラウンドテーブルは、本学大学院人間発達文化研究科教職教育専攻（教

職大学院）院生による研究報告の場であるとともに、県内外の教育関係者の「学

び続ける教師コミュニティ」形成の場にもなっています。 

 

 

 

◆日 時：令和 2年 2月 15 日（土）10：00～16：00 

◆場 所：福島大学 L棟・S棟 

◆主 催：福島大学大学院人間発達文化研究科 

◆後 援：福島県教育委員会、福島県市町村教育委員会連絡協議会 ほか 

 

詳細につきましては、別紙チラシをご参照ください。 

 

 

 

（お問合せ先） 
人間発達文化学類支援室 
電 話：024-548-8103   FAX:024-548-3181 
メール： ningen@educ.fukushima-u.ac.jp 






